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研究成果の概要（和文）：本研究では、サハリン島で内耳土鍋（器体内部に環状の取っ手をもつ土器）が出現す
る時期について検討した。内耳土鍋研究は、北海道・サハリン島・千島列島におけるアイヌ文化の成立過程を考
える上で、非常に重要な研究分野である。研究の結果、サハリン島で内耳土鍋が出現した時期は１１世紀中頃か
ら１３世紀前半であることが判明した。

研究成果の概要（英文）：This research analyzes the date of the appearance of pottery with inner 
lugs, known as Naiji pottery, which is found in Sakhalin island. The research of Naiji pottery is 
very important in considering the formation processes of Ainu culture in Hokkaido, Sakhalin island, 
and Kuril islands. The results of the analysis show that Naiji pottery appeared in Sakhalin island 
from the middle of the 11 century to the first half of the 12th century.

研究分野： 北東アジアの物質文化史
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１．研究開始当初の背景 
（1）北海道を含む北方地域に分布する中
世・近世アイヌ文化の内耳土鍋の研究は、ア
イヌの基層文化である擦文文化・オホーツク
文化の終焉や和人地・大陸との交易体制の再
編成といった、アイヌ文化成立過程の問題を
考える上でのその学術的価値は現在まで保
っている。しかし、今のアイヌ研究では、内
耳土鍋を「鉄鍋の模倣品・代用品」という一
面的な認識でしか理解していない。本研究で
は、これまで手薄だったロシア側の資料を集
成・追加することで新たな発見を導き、日本
側と比較検討することで、北方地域に展開し
ていた内耳土鍋の実用的役割と文化的・社会
的役割の変遷を明らかにし、中世・近世アイ
ヌ文化の地域的な多様性を描き出すことを
目的とする。 
 
（2）中世・近世アイヌ文化でみられる内耳
土鍋関連の学術資料は、遺跡出土の「考古学
的資料」の他に、古文書・公文書等の「文献
資料」、アイヌからの聞き取り調査等による
「民族誌学的資料」、アイヌ口承文芸等によ
る「文学・言語資料」と多岐にわたっている。
内耳土鍋の基本資料は、考古学的資料として
の「出土品」で構成されているため、研究は
他分野の資料も援用しながら考古学分野主
導で進められてきた。 
 
（3）内耳土鍋研究の歴史は古く、19 世紀末
まで遡る。内耳土鍋の出現過程や地域内での
変遷過程に関する基礎的な研究は、20 世紀
前半に集中的に提示されてきた。それは、ア
イヌの基層文化である擦文文化・オホーツク
文化の終焉と中世アイヌ文化の成立の問題
に接近する「北方地域最後の土器文化」とし
て語られてきた（新岡 1937、馬場 1940 など）。
しかし、20 世紀後半になり研究数は激減し、
そして 21 世紀に入り近年では、内耳土鍋研
究自体が行われない事態におちいってしま
った。その決定的な原因は、研究対象である
内耳土鍋の数が日本国内において増えてい
ない点にあろう。かつての内耳土鍋研究は、
和人製作の鉄製鍋である内耳鉄鍋・吊耳鉄鍋
研究と共に歩んできた。しかし、行政発掘調
査の急増の結果、土鍋よりも鉄鍋が圧倒的に
出土したことで、土鍋研究が停滞し鉄鍋研究
のみが活発化するという差が生じてしまっ
た。新しい土鍋研究成果が提示されないまま、
現在では、アイヌ文化における土鍋とは、「鉄
鍋の模倣品・代用品」であり、鉄鍋の流通が
滞っている地域のみに長らく存続していた
ものという、いわば「時代遅れ」あるいは「後
ろ向き」な一般認識が確立・定着してしまっ
た。 
このようなアイヌ文化の中の内耳土鍋に

対する現状認識を変えるべく、本研究を実施
した。 

 
２．研究の目的 

（1）新たな内耳土鍋資料を加えた編年と地
域的特徴の再構成。 
内耳土鍋の編年と地域的特徴は、20 世紀

前半の馬場脩や新岡武彦の研究成果に準じ
ており、全体の相対的な年代観や特徴は現在
においても大きな変更はないと考えられる。
しかし、旧ソ連・ロシアの考古学的資料の質
と量が、樺太とカムチャッカ半島南部の発掘
調査の増加により 20 世紀前半の段階とは異
なり、北海道周辺地域の特徴が以前よりも増
して理解されてきた。また、これまでの編年
案で使用されていた樺太の資料の多くは表
面採集資料であったことを考慮すると、新た
なロシア側の発掘調査資料を分析・整理する
ことで、もっと正確な編年と地域的特徴を把
握することができるであろう。このようなロ
シア側の研究動向を加えることにより、これ
までの日本側中心の資料で構成された編
年・地域的特徴を修正することが可能になる
と考えられる。 
 
（2）内耳土鍋における実用的役割以外の「文
化的・社会的役割」の存在。 
内耳土鍋は鉄鍋の模倣品・代用品であると

いう一般認識だけで、アイヌ文化における内
耳土鍋のすべてを語る事が出来るのかと言
えばそうではない。樺太や千島列島・カムチ
ャッカ半島南部という北海道周辺地域でみ
られる近世期終末まで土鍋を使い続ける意
味は、調理器具としての機能的側面のみだけ
では説明できないであろう。なぜなら、この
周辺地域においても活発な交易関係が和人
地と大陸側とで結ばれており、鉄鍋の流通が
存在するからである。鉄鍋の普及率の高低差
も勿論考慮されなくてはならないが、鉄鍋が
存在している中、あえてアイヌ自身が土鍋を
製作・使用し続けてきた事実に、実用性を超
えた何らかの文化的・社会的役割が存在した
のではないか、 
と仮定することができると考えた。本研究で
は、この仮定を検証しその存在を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
（1）型式学的分析による編年と地域的特徴
の再構築作業。 
日本・ロシアの研究機関に収蔵されている

確認可能な内耳土鍋を観察・記録（実測）す
ることにより、これまでの土鍋型式の時空間
的変遷過程を再検証する。土鍋の属性を「規
格」・「文様」・「耳形」・「耳数」・「器形」・「保
護耳」に分類して型式設定を行う。特に、「文
様」の属性に関しては、以前から報告されて
いるが、その系統関係が具体的に検討されて
こなかった点を考慮する必要がある。樺太出
土の土鍋に関しては、知られざるロシア側の
資料を加えることで、その技術的・形態的特
徴が以前よりも明らかになることが想定さ
れる。型式の再検討が最も必要な地域である。
樺太系の土鍋を詳細に再検討することで、北



海道と千島列島・カムチャッカ半島南部とい
った他地域への関連性や影響の有無を追及
できると考えられる。 

 
（2）土鍋付着物を使った AMS14C 年代測定
による絶対年代からみた編年案の構築作業。 
内耳土鍋の基本的な編年作業は型式学的

分析により作成されるが、本研究では AMS 
法を用いた 14C 年代測定分析も行い、そこか
ら得られた年代を反映させる。内耳土鍋の考
古学的資料の問題点のひとつに、表面採集資
料の数が多く含まれている点がある。また、
発掘資料に関しても発掘調査自体が 20 世紀
前半に行われた事例が多く、層位的状況の記
載が不十分である資料も少なくない。このよ
うな出土条件の問題や、また内耳土鍋の体系
的な年代測定値が得られていない現状も考
慮して、絶対年代からみた編年案の構築作業
を採用する。また、炭素・窒素安定同位体分
析もあわせて実施することで、海洋リザーバ
ー効果の影響を受けているかどうかも検討
し、年代測定の信頼度を高めた。 
 
（3）遺跡内空間分析による内耳土鍋をめぐ
る人間行動の復元作業。 
型式学的分析で得られた結果に基づき、遺

跡内における土鍋と他の遺物との空間的配
置関係を分析する。そして、内耳土鍋出土パ
ターンの普遍性と特殊性を見出し、土鍋の製
作・使用から遺棄・廃棄までの人間行動を復
元する。まずは土鍋の出土地点における原位
置性を検証し、土鍋の空間的配置性が「活動
空間内外に配置する遺棄的行動」あるいは
「活動空間内外に意図的に配置する廃棄的
行動」に起因するのかについて、遺跡形成論
的視点から検討する。そして、土鍋と他の遺
物との空間的配置関係を検討する。土鍋と関
連性の強い遺物・遺構あるいは弱い遺物・遺
構を選別・パターン化することで、遺跡内で
起こった土鍋をめぐる人間行動の普遍性と
特殊性を復元する。そこから土鍋の機能的・
文化的・社会的役割を考察する。 

 
４．研究成果 
（1）東北地方北部から北海道道南部に入っ
てきた内耳土鍋文化は、北海道最北端部であ
る稚内へは 11 世紀前半～12 世紀中頃には到
達していたことが判明した。その年代観は、
道南地域と大きく変わらないことが理解さ
れ、内耳土鍋文化が北海道内に急速に拡散し
た状況が想定できた。 
 
（2）内耳土鍋文化は、11 世紀中頃～13 世紀
初頭にはサハリン島に到達しており、更にサ
ハリン島における内耳土鍋分布の最北端地
域にあたるポロナイスクへは 13 世紀代には
到達していることがわかった。従来の年代観
より古くなることが判明した。 
 
（3）年代的に新しい形態的特徴を持つ内耳

土器と考えられていた資料が、想定よりも古
い年代を測定した。今後は検討資料数を増や
し、その検証をおこなう必要がある。 
 
（4）内耳土鍋の技術的・形態的特徴の分析
では、特徴差と年代差に関連性が薄いことが
わかり、今後は地域差の可能性も含めて検証
する必要があると考えた。 
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